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フォローアップ所見 

低炭素水素事業に関しては、国際レベルや国際機関でまとまったデータがないた

め、各国の政府の発表する文書を全て精査し、関係者へのインタビューも行うという

方針であり、令和 6年度の研究計画の対象となる主要国（米中欧日）に続き、その後

も対象国を広げ、同じように進めていく計画である。 

水素の国際取引に関する貿易ルールや技術移転ルールのマッピングについても、こ

れらの国に関わる地域貿易協定（RTA）から積み上げ、気候変動関連紛争データの作

成、気候変動の文脈における社会的操業許可（SLO）概念の整理（3G）、気候変動をめ

ぐる分断要因に関し、企業等への調査（4G）、CC(U)S・低炭素水素事業の国内外の社

会実装までのロードマップ、標準化動向レビュー（5G）などについても、同様に各国

レベルからデータを積み上げる形で調査を行うこととなっている。 

結果として、国際機関など国際レベルで情報やデータがまだ充分に蓄積していない

状況で、予想した以上に、広い範囲で各国あるいは地域レベルで調査を行うようであ

る。さらにカーボン削減に加え、カーボンネガティブの技術開発も研究対象とする計

画であり、研究対象は広く流動的で、各国の有限な資源をカーボン削減とカーボンネ

ガティブとにどう配分するか等の政治的判断をも研究対象とならざるをえない。 

かなり広範囲で労力のかかる調査研究であり、もう少し問題を絞り込んだ方が、実

現が容易な研究計画となることは確かである。一方で、研究プロジェクトチームのメ

ンバーの広い興味関心と研究に対する熱意で、現在のような形になっていることも確

かであるので、今後の研究成果を期待したい。 

 


